
JP 2018-44242 A5 2018.12.13

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成30年12月13日(2018.12.13)

【公開番号】特開2018-44242(P2018-44242A)
【公開日】平成30年3月22日(2018.3.22)
【年通号数】公開・登録公報2018-011
【出願番号】特願2017-172733(P2017-172733)
【国際特許分類】
   Ｃ２３Ｃ  18/20     (2006.01)
   Ｃ２３Ｃ  18/16     (2006.01)
   Ｈ０５Ｋ   3/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２３Ｃ   18/20     　　　Ｚ
   Ｃ２３Ｃ   18/16     　　　Ａ
   Ｈ０５Ｋ    3/18     　　　Ｋ
   Ｈ０５Ｋ    3/18     　　　Ｅ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成30年11月2日(2018.11.2)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１１】
　用語の成型相互接続装置、つまりＭＩＤは、典型的には３Ｄの形状または形態を有する
集積電子回路トレースを含む熱可塑性プラスチック射出成型品を意味する。用語「バック
グラウンドめっき」は、金属の堆積が意図されていない、ポリマーまたはプラスチックの
表面への無作為な金属堆積を意味する。用語「オーバーめっき」は、所望の回路パターン
を超えた金属めっき、及び制御不能な金属めっきを意味する。用語「モノマー」または「
モノマーの」は、同一または同類分子のうちの１つ以上と結合する場合がある単一分子を
意味する。用語「オリゴマー」は、単一分子を形成するように結合した２つまたは３つの
モノマーを意味する。用語「ポリマー」は、結合した２つ以上のモノマー、または単一分
子を形成するように結合した２つ以上のオリゴマーを意味する。用語「ポリマー」は、コ
ポリマーを含む。用語「隣接する」は、２つの異なる表面を互いに接触させて共通の境界
面を形成する場合の接合を意味する。用語「プリント回路基板」及び「プリント配線板」
は、本明細書の全体にわたって互換的に使用される。用語「めっき」及び「堆積」は、本
明細書の全体にわたって互換的に使用される。すべての量は、特記されない限り、重量パ
ーセントで示される。すべての数値の範囲は、包括的であり、そのような数値の範囲が合
計１００％になるという制約を受けることが論理的である場合を除き、順不同で組み合わ
せ可能である。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３６】
　本発明が無電解めっきされる場合があるすべての金属を無電解堆積するために使用され
得ることを想定する一方、好ましくは、金属は、銅、銅合金、ニッケル、またはニッケル
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合金から選択される。市販の無電解銅めっき槽の例は、ＣＩＲＣＵＰＯＳＩＴ（商標）８
８０無電解銅槽（マサチューセッツ州マルボロ、Ｄｏｗ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍａｔｅｒ
ｉａｌｓより入手可能）である。市販の無電解ニッケルめっき槽の別の例は、ＤＵＲＡＰ
ＯＳＩＴ（商標）ＳＭＴ　８８（マサチューセッツ州マルボロ、Ｄｏｗ　Ａｄｖａｎｃｅ
ｄ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓより入手可能）である。市販の無電解ニッケル槽の例は、ＤＵＲ
ＡＰＯＳＩＴ（商標）ＳＭＴ　８８無電解ニッケル（マサチューセッツ州マルボロ、Ｄｏ
ｗ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓより入手可能）である。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４６】
　各々のポリマー基板が無電解銅めっきされた後、基板は室温下のＤＩ水ですすがれ、銅
堆積の品質について分析された。すべての銅堆積は、均一かつ明るく見えた。バックグラ
ウンドめっきまたはオーバーめっきは、どの基板でも観察されなかった。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４９】
　ポリマー基板は、銅堆積の品質について分析され、またバックグラウンドめっきがない
かについても分析された。すべての銅堆積は、明るく滑らかに見えた。下の表４は、バッ
クグラウンドめっきと、プライマー組成物の塩化銅の濃度とに関する結果について開示す
る。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５４】
　ポリマー基板は、銅堆積の品質について分析され、またバックグラウンドめっきがない
かについても分析された。すべての銅堆積は、明るく滑らかに見えた。下の表６は、バッ
クグラウンドめっきと、プライマー組成物の塩化銅の濃度とに関する結果について開示す
る。
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